
Ⅰ．はじめに

近年歯科臨床においてクローズアップされている問題
の一つに「力」の問題があげられる．顎口腔系にさまざ
まな影響を及ぼす「力」の問題はとして主に睡眠時ブラ
キシズムに関するものと日中のクレンチングが挙げられ
る．
これまで日中のクレンチング習癖に関する調査研究
は，質問票や問診による自覚の調査やスプリントの咬合
面の観察などによって行われてきた 1）．しかし実際の習
癖の保有率や筋活動の強度など不明な点が多く，十分な
疫学的研究が行われていないというのが実状と思われ
る．その要因としては，夜間ブラキシズムに関しては睡
眠時ポリグラフを用いることで正確な測定が可能である
一方で，日中クレンチングは測定装置等が大がかりであ
ることが日常生活の妨げになることから，大規模かつ正
確な調査が行えなかったことが挙げられる．

Ⅱ．携帯型筋電計の開発

われわれは，日常生活環境下で長時間咀嚼筋の筋活動
を測定可能な携帯型筋電計 2）を開発し，主に日常生活
環境下でのクレンチング習癖に関する検査を行ってきた
（図 1）．本装置の特徴は小型・軽量で主咀嚼側側頭筋に
電極を貼付することで外観にふれず，日常生活の妨げに
なりにくい仕様となっていることが挙げられる．夜間と
は異なり日中のブラキシズム測定では食事や会話などの
機能運動が発生するため機能運動と非機能運動とを識別
する方法が必要となる．その対応として，クレンチング
イベントの識別方法として筋の収縮強度（%MVC）と
筋活動の持続時間（秒）との組み合わせからクレンチン
グ習癖を判別するための閾値を決定し，プログラムを作
成した（図 2）．日中の咀嚼筋筋活動について特徴を調
べるため，5時間連続記録を記録してみると仕事中や食
事など機能運動時には特徴的な筋電図波形が得られるこ
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とが判明した（図 3）．また，食事，会話など機能運動
と非機能運動（主にクレンチング）では強さや持続時間
で明らかな違いがあり，機能運動と非機能運動の識別が
可能であることがわかった（図 4）．本装置を用いるこ

とでこれまで明らかでなかった日中のクレンチング習癖
の特徴の分析や発生メカニズムの解明，また，夜間ブラ
キシズムとの比較も可能となってきた．

Ⅲ．日中のクレンチング習癖と精神心理的背景

携帯型筋電計の開発によって日中のクレンチング習癖
を正確に観察することが可能となったことから，その発
生メカニズムの解明に関連すると思われる因子の 1つ
である精神心理的背景がどのように影響するかについて
検証を行った 3）．歯学部学生と職員の合計 37名（男性
23名，女性 14名，平均年齢 27.4 歳）の日中 5時間
の咀嚼筋筋電図記録を行うのと同時にMAS（不安の程
度），SDS（抑うつの程度），CMI（心身両面にわたる健
康状態）の 3種類の心理テストを行った．この研究結
果からMASで不安傾向が強い場合，クレンチングが発

図 1 携帯型筋電計の開発
小型，軽量で日常生活環境に影響を与えにくいよう
に設計されている．

図 2 クレンチングイベントの識別方法
筋の収縮強度（%MVC）と持続時間（秒）の組み合
わせからクレンチング習癖の閾値を決定する．

図 3 日中 5時間の EMG記録例
日中の生活行動を特徴的に捉えることができる．

図 4 日中の行動による波形の違い
食事や会話などの機能運動とクレンチングを主体と
した非機能運動の違いがわかる．
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生しやすいという結果が得られた．これは各個人の友人
関係，家族関係，勉学でのストレスなど各個人のライフ
イベントが日常生活中のストレス因子として影響してい
ることが考えられた．
浅野ら 4）が歯学部学生 152名に対して行った Life
events・Life changes 質問票を用いた前向きコホート
研究では日常生活上でのストレス要因とクレンチング習
癖との関係も示唆されている．
また，日中 5時間の計測中におけるクレンチング群
と非クレンチング群の総筋活動量（積分値）を比較する
とクレンチングをしている群は約 3.5 倍筋活動量が多
いことも明らかとなっている 3）．これより，日中のクレ
ンチングが咀嚼筋を中心とした顎口腔系へ大きな影響を
及ぼすことを示している．
筋活動の強度に目を向けるとクレンチング群では日中
の活動時間では弱い筋活動が多く，夜間のブラキシズム
で観察されるような強い力は発揮されていないことが観
察された（図 5）．日中のクレンチング習癖の特徴とし
て弱い力が長時間持続することが顎口腔に影響すること
が見て取れる．このことから近年，顎機能障害との関連
で問題視されている歯の接触癖などのように弱い咬合力
が長時間持続する様相を客観的に捉えることができ，顎
口腔系へ力の蓄積として作用することが考えられた．

Ⅳ．日中のクレンチング習癖への対応

日中のクレンチング習癖が顎口腔系へ与える影響につ
いては明らかとなったが，次はそれをどのようにコント
ロールするかが課題となる．われわれの開発した携帯型
筋電計では力のコントロールを可能とするための EMG
バイオフィードバック訓練を行うための機能を備えてい

る．それを用いて日中のクレンチング習癖のコントロー
ルが可能であるかどうかを検証した．
各個人ごとにクレンチング習癖に対する閾値設定を行
うことで，クレンチング時と食事や会話などの機能運動
を識別することができる．Watanabe ら 5）はクレンチ
ングを行った時にブザーが鳴る音声フィードバックを行
い，バイオフィードバック訓練前後の筋活動の変化につ
いて研究を行った．
測定スケジュールとしては，4日間の筋電図連続記録
を行い，1日目と 4日目はフィードバック信号を発生
させず，2日目と 3日目はフィードバック信号を発生
させ，訓練前後の比較ならびにバイオフィードバック訓
練を行った群（BFgroup）と行わなかった群（COgroup）
を比較した（図 6）．結果としてBF group のバイオフ
ィードバック訓練前後ではクレンチングイベント数が 3
日目以降は有意に減少した．また，3日目と 4日目で
は BF group と CO group 間でイベント数に差が認め

図 5 クレンチング群と非クレンチングのイベント数の比較
クレンチング群では弱い筋活動が多く認められた．

  
   

図 6 EMGバイオフィードバックによる効果
EMGバイオフィードバックによるクレンチングイ
ベントの減少効果が認められた．
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られた．このことから，短期的ではあるもののクレンチ
ング習癖に対して EMGバイオフィードバック訓練が
有効であることが明らかとなった．
長期的な持続効果や他の治療法との比較は行っていな
いため，その有効性に関しては今後も検討が必要である
と思われる．

Ⅴ．おわりに

日中のクレンチング習癖の実態やコントロール方法に
ついて徐々に明らかとなってきたが，多くの研究で指摘
されているように夜間のブラキシズムに関しても顎口腔
系へさまざまな影響を与えるものであることは明白であ
り，日中覚醒時と夜間睡眠時を通した終日の咀嚼筋筋電
図記録（図 7）を行い，日中と夜間の筋活動の相違点や
関連性に関して検証を行っていく必要があると考えられ
る．
測定機器の進歩とともに，より長時間の咀嚼筋筋電図
を測定することが可能となってきており，日中と夜間を
通した終日のブラキシズムの様相が徐々に明らかとなっ
ていくものと思われる．今後詳細な研究データの蓄積に
伴い，ブラキシズムのメカニズムの解明や治療に結びつ
くような知見が得られることが望まれる．
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図 7 覚醒・睡眠時を含む終日の筋電図記録
検査機器の進歩により終日のブラキシズム記録が可能となった．
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